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　春の天候不順の影響を感じさせないミニトマト・
サヤエンドウ・ブロッコリーと太陽のエネルギーを
吸収した美味しい馬鈴薯や小麦の実りの豊かさをこ
れから思う存分皆さん味わってください。
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米
麦
乾
燥
調
整
施
設
受
入
開
始

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

小麦受入の様子

　
今
年
は
早
期
受
入
奨
励
も
あ
り
例
年
よ
り
3
日
ほ
ど
早
い

７
月
16
日
か
ら
秋
小
麦
の
受
入
が
始
ま
り
初
日
は
約
35
ｔ
受

入
れ
い
た
し
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は
日
量
4
0
0
ｔ
超
の
受
入

を
予
定
し
、
最

終
受
入
約
3
5

0
0
ｔ
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
7
月
中
に
は

秋
小
麦
の
約
8

割
が
受
入
完
了

し
8
月
よ
り
春

小
麦
の
受
入
が

始
ま
り
、
8
月

末
ま
で
調
製
を

予
定
し
て
お
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
女
性
部
視
察
研
修
開
催

　
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
女
性
部
（
部
長
川
崎
寿
子
）

の
視
察
研
修
が
6
月
21
日
部
員
16
名
参
加
の
も

と
ニ
セ
コ
方
面
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
先
で
あ
る
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
京
極
支
所
で

は
、
小
山
支
部
長
を
は
じ
め
旧
加
工
部
部
長
等

3
名
の
女
性
部
員
に
加
工
事
業
に
つ
い
て
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。
人
参
等
の
規
格
外
品
を
利
用

し
て
何
か
出
来
な
い
か
と
言
う
こ
と
か
ら
農
協

内
に
保
健
所
の
許
可
を
取
り
、
平
成
5
年
か
ら

加
工
部
会
を
立
ち
上
げ
、
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
や
道
の
駅
等
で
の
販
売
を
進
め
て
き
た
が
、

高
齢
化
に
よ
り
現
在
は
女
性
部
が
加
工
部
を
引

き
継
ぎ
、
会
員
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
交
代

制
で
人
参
や
牛
蒡
の
乾
燥
野
菜
や
人
参
ジ
ャ
ム
を

繁
忙
期
を
さ
け
て
春
と
秋
に
加
工
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
参
加
者
に
人
参
ジ
ャ
ム
の
試
食
が
用
意
さ

れ
、
大
変
美
味
し
く
頂
き
な
が
ら
今
後
の
参
考
に

と
レ
シ
ピ
や
秘
訣
な
ど
を
質
問
し
て
お
り
ま
し

た
。
次
に
倶
知
安
に
あ
る
ホ
テ
ル
第
一
会
館
に
て

昼
食
を
と
っ
た
後
、
ニ
セ
コ
ミ
ル
ク
工
房
と
ニ
セ

コ
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
夕
食
の
赤
レ
ン

ガ
テ
ラ
ス
に
あ
る
鶴
雅
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ

札
幌
で
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
ひ
と
ラ
ン
ク
上
の

料
理
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
、
部
員
一
同
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

雲にかかる羊蹄山を背景に並んでのワンショット

JAようてい京極支所にて研修で質問する川崎部長



年
金
友
の
会
通
常
総
会
及
び
研
修
旅
行

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　
7
月
4
日
か
ら
1
泊
2
日
で
年
金
友
の
会
（
会
長
吉
田
静
雄
）「
第
20
回
通
常

総
会
及
び
研
修
旅
行
」
が
会
員
26
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は

美
瑛
・
富
良
野
方
面
に
向
か
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ふ
ら
の
マ
ル
シ
ェ
や
フ

ァ
ー
ム
富
田
な
ど
様
々
な
場
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
特
に
古
い
農
機
具
や
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
土
の
館
（
ス
ガ
ノ
農
機
展
示
場
）
で
は
、
昔

を
思
い
出
し
皆
さ
ん
大
変
興
味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。
宿
泊
地
の
天
人
閣
ホ
テ

ル
で
は
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
入
浴
後
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
終
了
後
は
懇
親

会
と
な
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
踊
り
を
舞
う
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
様
々
な

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
翌
日
は
、
美
瑛
選
果
や
北
海
道
味
噌
旭
川
工
場
の
見

学
の
ほ
か
、
高
砂
酒
造
で
は
日
本
酒
の
飲
み
比
べ
な
ど
会
員
皆
さ
ん
大
変
満
足

さ
れ
た
様
子
で
無
事
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
旅
行
に
対
し
て
今
回
の
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
が
ら
、

今
後
よ
り
一
層
お
楽
し
み
頂
け
る
旅
行
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
Ｊ
Ａ
で
は
年
金
お
受
け
取

り
・
ご
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い

の
紹
介
や
入
会
ご
希
望
の
方
は
金
融

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

石
狩
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会

　
第
58
回
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
7

月
9
日
・
10
日
の
両
日
、
新
篠
津
村

運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
今

年
は
北
い
し
か
り
と
の
対
戦
に
な
り

ま
し
た
。
序
盤
か
ら
得
点
を
上
げ
よ

う
と
打
撃
陣
が
出
塁
す
る
も
、
相
手

の
好
守
に
阻
ま
れ
得
点
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
方
も
負
け
じ
と

平
松
選
手
の
2
度
に
わ
た
る
レ
フ
ト

フ
ラ
イ
の
守
備
の
巧
さ
は
見
事
で
あ

り
、
応
援
の
皆
さ
ん
も
拍
手
と
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
対
す
る
北
い
し
か
り
は
初
回
表
か

ら
4
回
ま
で
連
続
得
点
し
、
結
果
0

対
12
で
試
合
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
暑
い
中
、
選
手
の
方
々
と
応
援
に
駆
け
つ
け

て
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美瑛・富良野方面を背にして

スガノ農機展示場にて昔を懐かしむ会員

力投する成田投手

野球部の皆さん大変お疲れ様でした
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各
部
会
共
撰
始
ま
る

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
共
撰
が
6
月
28
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
は
日
照
時
間
が
多
く
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
生
育
も
平
年
よ
り
早
ま
り
順

調
で
し
た
が
、
6
月
の
低
温
な
ど
に

よ
り
生
育
も
停
滞
気
味
で
し
た
が
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
28
日
か
ら
の
共
撰

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
会
員

9
名
で
合
計
95
棟
の
ハ
ウ
ス
で
作
付

け
が
さ
れ
て
お
り
、
共
撰
出
荷
は
11

月
上
旬
ま
で
道
外
・
札
幌
市
場
に
出
荷

さ
れ
販
売
金
額
は
1
億
1
千
万
円
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
6
月
29
日
か
ら
は
、
さ
や
え

ん
ど
う
・
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
の
共

撰
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
の
強
風
の
影
響
も
あ
り
、

生
育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
と
同
じ
日
に
共
撰

が
開
始
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
さ
や
え
ん
ど
う
の
出
荷
は
共

撰
品
目
の
中
で
は
、
出
荷
先
が
一

番
多
く
日
本
全
国
20
市
場
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
は
昨

年
よ
り
少
し
減
り
ま
し
た
が
15
　

の
作
付
け
が
あ
り
、
共
撰
出
荷
は

10
月
下
旬
ま
で
で
、
販
売
金
額
は

1
億
7
千
万
円
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
　
大
根
共
撰
が
7
月
14
日
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
5
月
か
ら
6
月
の
天
候

不
順
に
よ
る
生
育
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
被
覆
資
材
で
覆
う
な
ど
生
育
を
促
進
し

た
こ
と
や
７
月
に
入
り
適
度
な
雨
と
気
温
に

よ
り
生
育
も
良
好
と
な
っ
た
結
果
昨
年
よ
り

も
10
日
早
い
共
撰
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
須
藤
聖
治
さ
ん
（
北
生
振
地
区
）

と
青
木
義
徳
さ
ん
（
五
の
沢
地
区
）
の
2
名
が
共
撰
に
出
荷
し
、
主
に
石
川
丸
果

中
央
青
果
に
出
荷
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
10
月
下
旬
ま
で
共
撰
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
人
参
共
撰
が
7
月
26
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
雪
解
け
も
早
か
っ
た
た
め
例
年

よ
り
早
く
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

5
月
15
日
の
強
風
に
よ
り
一
部
圃
場
で
被
害

が
発
生
し
、
共
撰
開
始
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
順
調
に
生
育
し
昨
年
よ
り

1
日
遅
い
26
日
か
ら
の
共
撰
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

　
5
月
の
強
風
の
影
響
も
有
り
８
月
出
荷
量

は
前
年
よ
り
も
少
な
い
見
込
み
で
す
が
、
9

月
か
ら
出
荷
量
も
増
え
例
年
並
み
に
な
る
見

込
み
で
、
10
月
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
予
定

で
す
。

ｈａ ミニトマト共撰開始

大根共撰開始（昨年より10日早い）

ミニトマト初セリの様子



ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　
7
月
19
日
か
ら
高
岡
メ
ロ
ン
の
共
販
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
3
月
中
旬
か
ら
播
種
作
業
が
始
ま
り
、
今
年
は
天
候
不
順

の
日
が
多
く
栽
培
管
理
が
大
変
難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ロ
ン
の
品

質
も
良
く
、
今
年
も
お
中
元
な
ど
の
贈
答
用
の
注
文
販
売
が

多
く
あ
り
ま
す
。
高
岡
地
区
4
名
の
生
産
者
で
出
荷
作
業
は

8
月
10
日
頃
ま
で
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
7
月
22
日
か
ら
早
出
特
選
馬
鈴
薯
の
共
販
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
4
月
の
ま
き
付
け

作
業
後
か
ら
被
覆
資

材
を
使
用
し
、
生
育

促
進
を
進
め
22
日
か

ら
の
出
荷
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
9
名
の
生

産
者
で
、
今
後
出
荷

量
も
増
え
9
月
9
日

ま
で
の
予
定
で
あ

り
、
丸
果
札
幌
青
果

㈱
に
販
売
さ
れ
ま

す
。

メ
ロ
ン
・
早
出
特
選
馬
鈴
薯
の
出
荷
開
始
さ
れ
る

各
部
会
視
察
研
修
開
催
さ
れ
る

　
さ
や
え
ん
ど
う
部
会
（
部
会
長
　
杉
中
敏
男
）
の
視
察
研
修
が

6
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
７
名
の
参
加
の
も
と
、

Ｊ
Ａ
北
は
る
か
下
川
支
所
の
さ
や
え
ん
ど
う
圃
場
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。
下
川
地
区
で
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
で
ハ
ウ
ス
で
は

ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
の
他
ネ
ギ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
生
育
状
況
や
栽
培
管
理
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
た
め
当
Ｊ
Ａ
よ
り
出
荷
時
期
が
早
く
、

ま
た
作
付
け
し
て
い
な
い
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
事
も
あ
り
、

収
穫
中
の
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
を
見
な
が
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り

良
い
勉
強
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
（
部
会
長
　
成
田
和
彦
）
の
視
察

研
修
も
6
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
長
沼
の
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
共
選
施
設
と
作
付
圃
場
を
視
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
長
沼
の
担
当
者
よ
り
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
受
入
か
ら
選
別
・
発
砲
氷
り
詰
め
作
業
の
流
れ
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
圃
場
を
視
察
、
他
産
地
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
圃
場
を
見
学
す
る

事
は
滅
多
に
な
い
こ
と
も
有
り
、
収
穫
さ
れ
て
い
る
圃
場
を
見
な
が
ら
様
々
な
質
問
が
続
き
ま
し
た
。

　
去
る
7
月
14
日
に
長
芋
部
会
（
部
会
長 

宮
北
義
雄
）
で
は
毎
年
行

っ
て
い
る
視
察
研
修
を
、
12
名
の
参
加
と
石
狩
北
部
普
及
セ
ン
タ
ー
の

専
門
普
及
指
導
員
浦
上
氏
の
同
行
の
も
と
、
本
年
度
は
長
沼
町
に
あ
る

ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
修
所
（
農
総
研
）
長
沼
研
修
農
場
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
施
設
内
に
あ
る
研
修
室

に
て
研
究
所
の
機
構
の
説
明
、
道

内
の
野
菜
の
作
付
動
向
等
の
説
明

と
質
疑
応
答
の
座
学
を
行
い
、
後

半
は
研
究
圃
場
を
見
学
し
、
G
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
・
小
麦
・
人
参
・
ト
マ

ト
等
各
種
類
の
比
較
や
施
肥
、
土
壌

改
良
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
、
南
幌
町
の
南
幌

温
泉
に
て
昼
食
を
取
り
な
が
ら
長

芋
等
の
状
況
等
の
情
報
交
換
や
部

員
同
士
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

人参共撰開始（出荷量、例年並みの予定）
高岡メロンの共販出荷開始（品質も良く贈答用に人気）

JA北はるか（下川支所）では、スナップえんどう
栽培に会員より多くの質問がされました

JA長沼の新築ブロッコリー共撰施設等の視察説明
を受ける会員

ホクレン農業総合研修所（長沼研修農場）にて長芋
視察研修の様子



Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
研
修
視
察

　
役
員
視
察
研
修
が
、
6
月
28
日
か
ら

2
泊
3
日
の
日
程
で
、
役
員
12
名
と
職

員
3
名
の
総
勢
15
名
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
道
内
で
も
営
農
支
援

へ
の
取
組
体
制
等
に
つ
い
て
先
進
的
な

取
組
を
し
て
い
る
旭
川
・
北
見
方
面
の

Ｊ
Ａ
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
視
察
先
で
あ
る
Ｊ
Ａ
南
幌
町

で
は
、「
Ｊ
Ａ
に
よ
る
法
人
化
へ
の
支
援
」

と
し
て
、
南
幌
町
に
お
け
る
農
業
生
産

法
人
の
設
立
状
況
や
取
組
み
の
経
緯
・

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
取
組
み

の
課
題
点
や
法
人
設
立
後
の
状
況
に
対

す
る
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
Ｊ
Ａ
東
旭
川
で
は
、
道
内

で
も
2
Ｊ
Ａ
の
み
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｊ
Ａ
直
営
に
よ
る
農
業
経
営
」
と
し
て
、

少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
に
よ
り
農
地
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
の
Ｊ
Ａ
直
営
の
農
業
経
営
を
平
成
23
年
よ
り
3
ha

か
ら
実
施
し
、
現
在
で
は
水
稲
を
は
じ
め
5

品
目
で
30 
　
の
作
付
面
積
を
播
種
か
ら
収
穫

ま
で
Ｊ
Ａ
職
員
が
作
業
を
行
っ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
自
ら

が
農
業
を
行
う
農
作
業
や
作
業
受
託
の
状
況

に
つ
い
て
の
大
変
さ
や
苦
労
話
し
、
さ
ら
に

は
遊
休
農
地
発
生
防
止
の
た
め
、
い
か
に
再

利
用
し
地
域
の
生
産
基
盤
を
維
持
確
保
し
新

た
な
担
い
手
へ
の
農
地
流
動
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
水

稲
や
小
麦
の
生
産
圃
場
に
つ
い
て
も
見
学
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
で
は
「
営
農
支
援
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
出
向
く
営
農
体
制
」
と
Ｊ
Ａ
加
工
品
の
取
組
み
に
つ
い
て
研
修

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
使
用
し
生
産
現
場
に
お
け
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
営
農

支
援
を
目
的
と
し
た
「
組
合
員
ふ
れ
あ
い
室
」

を
設
置
し
、
組
合
員
か
ら
の
全
て
の
相
談
対
応

を
図
れ
る
よ
う
体
制
整
備
し
て
お
り
、
組
合
員

か
ら
の
満
足
度
の
評
価
や
今
後
の
要
望
に
つ
い

て
も
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
き

た
み
ら
い
で
は
、
主
力
作
物
で
あ
る
玉
葱
を
は

じ
め
数
多
く
の
加
工
商
品
が
作
ら
れ
て
お
り
、

加
工
品
事
業
へ
の
取
組
み
や
商
品
開
発
、
販

売
・
営
業
面
の
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
、
多
く
の
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ha

JA きたみらいでは玉葱を主力の加工商品が多
く作られていましたJA 東旭川では JA直営（JA職員が作業）の圃場状況を研修しました

JA南幌町の農業生産法人の説明を受ける様子



■  平成28年度下期　 貸出金一覧表



農業改良普及センター

今月の技術情報 平成28年8月1日
石狩農業改良普及センター石狩北部支所
TEL（0133）23-2146 FAX23-2887

農業改良普及センター

水  稲

 1  出穂以降の水管理

 2  カメムシ防除（アカヒゲホソミドリカスミカメ）

落水の時期が早すぎませんか？
　水稲は、開花時に多くの水分を必要としま
すので、間断かんがいしてください。また、
登熟期を水分不足にすると千粒重の低下、屑
米の多発が懸念されます。

○落水後に降水量が少ない場合は、ひび割れによる断根や水分不足で登熟が阻害されるので土壌
　水分に応じて走水を行います。
　※溝切りを行い、スムーズな土壌水分管理を目指しましょう。

土を握って指の間から水分がにじむ程度の水分を確保しましょう。

落水時期の目安

モニタリングを利用したカメムシの防除体系

カメムシ防除の追加判断基準

＝防除の基本的な考え方＝
・現行品種では、出穂期と、その7～10日後の2回を基幹防除とし、必ず防除する。
・防除が必要な期間は、出穂から約30日（生育や登熟の早さによってさらに延びる場合が有り）
・必ず予察を行い、気象条件やカメムシの発生状況に応じた防除を行う。

＝薬剤防除＝
・出穂期とその後7～10日後の2回は、必ず実施する。
・3回目以降の追加防除については、自分ですくい取りをして判断する。
 （すくい取りが出来ない場合は、地区の予察情報を参考とする）

排水良好田→出穂後25日頃
排水不良田→出穂後12日頃



～ 農薬の使用にあたり、ラベル表示は必ず読み確認しましょう～

大  豆  ・  小  豆
 1  病害虫防除（農薬が周辺作物に飛散しないように十分な注意を！）

　各種病害虫の発生時期ですので、予察情報とほ場観察により防除遅れにならないようにしましょう。

（1） 大豆
①特に、マメシンクイガ、アブラムシ、鱗翅目幼虫の被害に注意します。
②マメシンクイガでは、予察情報に注意してください。
　＜防除薬剤例＞
　　１回目：８月初旬（ジアミド系薬剤：プレバソンフロアブル5）
　　２回目：８月中旬（ピレスロイド系薬剤：アディオン乳剤、トレボン乳剤）

（2） 小豆
①特に、灰色かび病やツメクサガ、アズキノメイガの被害に注意します。

小  麦
 1  麦稈と収穫跡地について　－「雑草対策も行いましょう！」－

（1）
（2）

（3）

麦稈は、堆肥化して地力の維持増強に努めましょう。
ほ場に直接すき込む場合は、窒素を添加（石灰窒素10～20kg/10aまたは硫安20kg/10a）して、
浅くロータリ耕を行います。
本年の小麦ほ場は、雑草の多いほ場や異品種が混在しているほ場が散見されました。
やむを得ず連作する場合、収穫後にほ場に落ちている種子を十分に出芽させ、除草剤を散布する等、
耕起前の雑草対策をしっかり行いましょう。

 2  作付予定ほ場準備　－「は種前にｐＨを矯正しましょう！」－
（1）
（2）
（3）
　

連作は、2年を限度とした輪作体系を確立しましょう。
排水不良畑は、明・暗渠や心土破砕などの対策を講じましょう。
土壌診断を実施し、土壌pHは5.8を目標に矯正しましょう。
近年、低pHによる生育不良ほ場が散見されます。石灰質資材の投入を積極的に検討しましょう！

 3  小麦跡地の緑肥栽培
（1）

（2）

麦類の収穫後は緑肥を作付する良い機会です。緑肥導入による地力向上や輪作体系化を図り、作物
の安定生産と高品質を目指しましょう。
緑肥は、後作物や作付けするほ場条件を考慮して選定することが重要です。

＜後作緑肥の栽培方法＞

＊チャガラシは、短期間で生育量が確保でき、土壌病害抑制効果も期待できます。
　ただし、ブロッコリー等のアブラナ科作物を作付けする場合は、アブラナ科以外の緑肥を選択しましょう！

作物名（科） は種時期 すき込み
時期は種量（kg/10a） 施肥量（kg/10a）

窒素 加里リン酸
 9月上中旬
(開花始)チャガラシ（アブラナ科） 8月上旬～中旬 0.7～1.0 8 88

えん麦野生種（イネ科） 8月上旬～中旬 10～20 5 0～55

シロカラシ（アブラナ科） 8月上旬～下旬 2.0 5～8 0～75～10

ひまわり（キク科） 8月上旬～下旬 1.5～2.0 4～6 0～108～10

10月中旬

10月中旬

～





1日

4日

6日

7日

9日

12日

13日

14日

　

　

小麦ヘリ防除

年金友の会総会・研修旅行～５日

石狩地区女性部長・事務局合同視察研修～５日

共済外務活動実践研修（ＦＳＴ）

営農経済委員会

長芋部会現地検討会

石狩管内ＪＡ野球大会

石狩市環境審議会

花畔給油所ＬＥＤ設置工事開始

米麦センター開所式

大根共撰開所式

長いも部会視察研修

15日

21日

26日

27日

28日

30日

　

石狩地区農協農政対策委員会

内部審査（共済課）

経営会議

人参共撰開所式

企画会議

後志石狩地区ＪＡ共済推進委員会

定例理事会

仮決算棚卸

7月のあゆみ

◆ 審 議 事 項 ◆

理事会だより
第6回定例理事会　～7月28日～

①
②
③
④

貸付金の申込み査定について
理事者に対する貸付金の申込み査定について
下期貸出金金利設定について
仮決算棚卸・抽出検査について

◆ 報 告 事 項 ◆ ◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

営農経済委員会報告
米麦乾燥調整施設保管倉庫に係る経過報告について
農産物出荷状況等について
内部審査結果報告について
550万人サポーター化プロジェクトアプリについて
石狩まるごとフェスタ2016実施計画（案）について
役員視察研修の精算について
農業委員会総会について

秋用作業衣料訪問販売について
　作業衣料の訪問販売を下記日程にて実施致します。ご希望の日時や
購入予定商品等がございましたら資材課までご連絡下さい。尚、悪天
候の場合は順延等の対応をとらせていただきますので予めご了承願い
ます。又、ご注文頂いた商品は約１週間程で配達させていただきます。

資材課からのお知らせ 資材課：６６－４４８８
▲

資材課からのお知らせ 資材課：６６－４４８８
▲

８月３０日（火）・３１日（水）　
午前９時から午後４時まで訪問販売日時




